
                                                        

 

 

   

 

 

 

   

 

 

   

  

 

 

 

 

 

  

 

     

 

 

 

  

  

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 29年 5月号 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

8 日(月)13 時 30 分～ 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

9 日(火) 10 時 30 分～11 時 30 分 

★「人権のつどい日」   

11 日(木)19 時 30 分～21 時 

  一人芝居「明日へ！」 

  テーマ：～部落差別～  

  講  師：宮内則人さん 

★移動図書館青い鳥号 

17 日(水)・31 日(水) 

14 時～14 時 40 分 

★連合自治会「何でも相談日」…瀬戸会館 

  毎週火曜日 13 時～15 時   

★人権・同和教育関係行事 

  12 日(金) 愛媛県隣保館女性部総会 

  23 日(火) 隣保館職員・所管課職員 

新任者研修会              

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@c i ty .n i i hama .eh ime . jp  

 

T e l  ：０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

 

 

瀬戸会館の職員の異動は無く、館長・指導員２名・相談員・管理人の５名の職員

でこの会館を地域の交流の場、学習の場として、皆様に気軽にご来館いただけるよ

う努めてまいります。 

各サークル、教室や地域との行事が活発に展開されるようにご協力いただいてい

る「ゆめじゅく会」ともども、今年度もよろしくお願いいたします。 

                  瀬戸会館職員一同 

 

３月２４日(金)１９時より平成２８年度瀬

戸会館活動連絡協議会(ゆめじゅく会)総会を

開催しました。２８年度の活動報告、会計報

告、会計監査報告に引き続き、２９年度の活

動計画、予算について審議しました。参加者

は２２名と、やや寂しさを感じましたが、和

やかな雰囲気の中、総会は終了しました。     

２９年度も、小野会長・丹副会長・髙津副

会長は留任され、ゆめじゅく会のお世話をし

てくださいます。今年度１年間の活動の充実

と会員の皆様の親睦が深まりますよう、ご協

力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉川小学校では１１５名の児童が入学し、

９年間の義務教育のスタートを切りました。

入学に際し、元気に学校に登校するための三

つの約束を、校長先生がお話しされました。

「元気にあいさつをしましょう。（おうちの

人、近所の人、友達、先生）自分のことは自

分でしましょう。（一人で起きる、歯磨き洗

面、学校の用意）命を大切にしましょう。（自

分の命だけでなく、友達や周りの生き物の命

も）元気に呼名に応える子どもたちの声が、

ますます明るく元気に弾む学校・地域になる

よう、子どもたちを見守り、支援していきま

しょう。 

 

 

瀬戸会館では相談員による相談活

動を行っています。「生活や仕事の

不安、人権に関する問題、困ってい

ることはあるがどこに相談していい

のかわからない。」など、どんなお

悩みでも結構です。一緒に考え、あ

なたのお力になれたらと思います。

相談員は原則「月・水・金の９時か

ら１５時まで在館（昼休みを除く）」

していますが、そのほかの曜日、時

間帯でもかまいません。来館されて

も、お電話でも結構です。お気軽に

ご相談ください。 

 

今年も恒例の泉川校区町民大運動会を次の要領

で開催します。多くの方々にご参加いただき、お

互いに親睦を深めるなど楽しいひと時を過ごして

いただきたいと思います。 

開会式は 9 時からです。ご家族・ご近所お誘い

あわせの上、ふるってご参加ください。 

 

開催日時  平成 29 年 5 月 21 日（日）9 時～ 

             （雨天時は中止） 

場  所  泉川小学校 グラウンド 

             

 

 瀬戸・寿連合自治会 

 



  

  

 

 

 

  

 

   

  

   

    

    

  

 

 

 

 

     

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

  

  

 

  

   

  

  

〝アロハ〟 ハワイ語で〝こんにちは〟です。フラダンス教

室も、４月でようやく１年を迎えました。 

フラダンスは、ゆったりとしたメロディーに合わせて、草、

花、海、山、川、そして男女のロマンスなどを、手話で表現

します。リズムに合わせて踊るうちに、心も体も心地よくほ

ぐれていきますヨ。平均年齢？歳。元気!やる気!若さを求め

て、毎回練習に励んでいます。活動は、       

（毎週火曜日 12 時 30 分～13 時 30 分） 

（毎週金曜日 19 時 30 分～20 時 30 分）です。    

まずは、体験からお越しください。 

 

 

人権啓発指導員 菅順一さんの進行で、『高齢者の人権』

について学習しました。最初に「ここから歩き始める」というＤＶＤを視聴しました。

認知症の父親を持つ主人公(信介)とその家族の中で繰り広げられる介護をめぐる葛藤

を中心とした内容でしたが、認知症が進む父親を見ながら、「(おじいちゃんは)どん

どん忘れていってしまう。家族のことも。」と寂しそうに言う信介に対し、「だけど

お父さんは(おじいちゃんとのいろいろなこと)覚えているでしょう。僕も。」という

連(信介の子)の言葉が特に印象に残りました。ＤＶＤ視聴後、 

○ 他人との交わりの中で、目的を持って活動できる環境づくり 

○ 互いの違い(多様性)を認め、自分と同じように人も尊重 

などの大切さを語りかけてくださいました。 

 「子ども叱るな、来た道じゃ。年寄り笑うな行く道じゃ。」 

今から約 1300 年前に中国の漢詩が日本に伝来し、

それに一種の節をつけて読んだのが詩吟の始まりと言

われています。詩吟は伝統ある古典芸能としての邦楽で

す。難しいことはさておき、私たちのサークル。まずは

ティータイム、そしておしゃべりを十分楽しんだ後で練

習本番です。腹の底からの発声でストレス発散。指導者

の的確な指摘を受け、再び吟詠。納得のいくまで挑戦で

す。厳しく、優しく、楽しく、みんなで一生懸命に取り

組むサークルです。活動は、 

（毎週火曜日、10 時～12 時）です。 

興味のある方は、是非一度覗いてみてください。 

 

この言葉は、東日本大震災で自身も被災し、復興のためにボランティア活動を続

けているご高齢の男性が、地元の中学生のインタビューに答えた時のものです。こ

の男性は、瞳にも輝きがあり、若々しさ、力強さを感じさせてくれる方でした。 

日本では、高齢化がどんどん進み、２０年前に 1,826 万人(総人口に占める割合

14.6%)であった６５歳以上の人口が、現在(平成２７年の国勢調査を基準)3,392

万人(同 26.7%)になり、20 年後には 3,740 万人(同 33.4%)になると推定されて

います。そういった中で求められるのが、心身ともに健康に歳を重ねることだと思

います。先に紹介した男性は、夢(目標)を持つことで、災害とも向き合い、力強く

生きておられました。私たちもこの男性に続きたいものです。自分自身のために、

そして若い世代の人たちのために。 

最後に、元全日本女子ソフトボール監督の宇津木妙子さんの言葉を紹介します。

「人生に夢があるのではなく、夢が人生をつくるのだ。」 

この言葉、輝いていませんか？ 

 

つ ど い 


